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 1 . 現在－「雑誌の死」を迎えて－
　『日本女子大学  紀要  理学部』（以下, 『紀要  理学部』
と略す） は, 日本女子大学理学部の学術機関誌であり, 自
然科学を中心とする原著論文, 総説, 研究ノート, 教育
ノート, 資料などを掲載する年刊誌である。『紀要　理
学部』に発表された原著論文, 研究ノート, 教育ノート, 
そしてこれらに総説や特集記事を加えた「記事」につ
















 （2017年 9 月 7 日受理） 
要　旨　『日本女子大学　紀要　理学部』の25年間にわたる歴史を概観し, 現状の問題点と今後の展望について
提言する。 
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図 1  『紀要　理学部』の記事数の年変化



















研究室名 学科 執筆年代 記事数 割合 （％）
小舘研究室 数物 93～ 09 34 19.0
今井研究室 数物 07～ 15 14  7.8
蟻川研究室 物生 93～ 06 12  6.7
高橋（泰）研究室 物生 93～ 06  9  5.0
高橋（雅）研究室 数物 93～ 12  8  4.5
中村（輝）研究室 物生 93～ 04  8  4.5
関口研究室 物生 93～ 06  8  4.5
林（久）研究室 物生 08～ 16  8  4.5
コンピュータセンター
（立花・二宮） 数物 94～ 10  7  3.9
塚田研究室 数物 93～ 98  5  2.8









 2 . 過去－『紀要　理学部』の歴史－
　『紀要　理学部』は, 理学部創設後ほぼ 1 年を経過し













































学部』の第 4 号からは,  4 年生の卒業研究リストが加わ
るようになった。また, 「教育ノート」も第 4 号から設
置された。もうひとつ, この号で特筆すべきは, この号
から 『紀要　理学部』 の論文が Chemical Abstracts に抄録
されることになったことである。査読のない『紀要　理






れにしても, Chemical Abstracts 抄録のもつ意味は軽くな
く, 『紀要　理学部』の今後を考える上で重要と思う。






























に, ミニレビューについて「…第 8 号から始められたミ





















執筆者は, 数物が久保淑子先生 6）と小舘香椎子先生 7）, 物
















韓 3 女子大学の科学教育フォーラムの報告 12）がはじめ











号では 3 行, 2006年発行の第14号では 4 行となった。次
に内容。2004年までは, これまでの引用からわかるよう
に『紀要　理学部』への強い思いが伝わる文章が多かっ












　第13号には原著論文が 6 報あり, 14号には原著論文11
報, 研究ノート 1 報と投稿状況はまだ活発に見える。し
かし, 執筆研究室別に見ると, 第13号では小舘研 3 報, 
蟻川研 2 報, 高橋泰子研 1 報であり, 第14号では小舘
研 5 報, 蟻川研 2 報, 関口研 2 報, 岡崎研 2 報, 高橋泰子














生, 今井 元先生, 小川賀代先生の絶大な貢献である。第
15号には原著論文は11報, 第16号には原著論文 8 報, 教





いるが, ページ数は151ページ, 原著論文は 4 報（その
－ 4 －
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うち 2 報が小舘～今井グループ）, 教育ノートが 1 報で
あった。マルチキャリアパス支援プロジェクトが終了
した2010年発行の第18号では, ページ数は131ページで
原著論文は 3 報。2011年発行の第19号では, ページ数は
115ページで原著論文は 2 報。衰退傾向は覆うべくもな
い。第19号の115ページのうち, 論文のページが18ペー











文 6 報, 教育ノート 2 報と, 衰退傾向に歯止めがかかっ
たかのように見えた。だが, 内実を見ると論文数の増加
は, 今井研からの 4 報と, 2012年でご退職の高橋雅江先
生と上川井先生の貢献によるもので, 持続性に不安が












論文 3 報, 教育ノート 1 報とやや回復したが, 投稿研究
室は今井研（原著論文 3 報）と林 久史研（教育ノート）
の 2 研究室のみであった。2015年発行の23号ではページ
数は105ページ, 前号同様, 投稿研究室は今井研（原著論













































































て, 大学の紀要は「読者1.5人（←書いた本人 1 人＋まじ
めに読まない編集担当者0.5人）」と揶揄されていた。さ










に Google を利用することが多い。そして, こうした検
索においては, 論文が掲載された雑誌の「ヒエラルキー」

















ターのわかりやすい説明」 22）というのがあるが, 2017年 
4 月現在,  Google で「pH メーター」と「わかりやすい」
の 2 語で検索をかけると, この論文が（なんと）トップ
表示された。また, 同じく筆者が書いた「波動関数の
わかりやすい説明」 23）という教育ノートも, 「波動関数」























































よいと思う。また 2 章に述べた紀要史をふまえると, 退
職者より学生の投稿に重点をおいた方が得策と思う。










のため）。具体的には, （1） 学生の 「学会報告」 や （2） 教
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